













































































































































































































































































































































































フレ 八ス ■ 第八景一
この連載「フレスコ八景」は、フレスコ画の創始者とされるジョッ
トのスクロヴェーニ礼拝堂（パドヴァ）から始めた。とすれば、最
終回はミケランジェロのシスティーナ礼拝堂で終止符を打たねば収
まりがつかない。フレスコ画の時代とは、14世紀のジョットから16
世紀のミケランジェロまでの2世紀にほかならないからである。も
ちろん、事実はそれほど単純ではない。ジョット以前からフレスコ
画法完成への長い試行錯誤の時代があり、いくら偉大な画家であっ
てもフレスコ画法の発明をジョットー人の手に帰すことはできない
し、フレスコ画制作がミケランジェロ以後まったく顧みられなくなっ
てしまったわけでもないからである。しかし、この2世紀がフレス
コ画の黄金時代であったことは確かで、画家として称賛されるため
には何よりもフレスコ壁画の制作で卓抜した技呈を発揮する必要が
あった。大壁面に足場を組み、くる日もくる日も新鮮（フレスコ）
な漆喰を塗り継ぎながら、漆喰が乾燥するにつれて変化する色調を
想像しつつ、迅速かつ確実に描写を進めなければならないフレスコ
画法は、画家が従事する各種絵画技法の中でもっとも難易度の高い
画法であったからである。
フレスコ画を描く画面はいつも垂直な壁とは限らない。広い天井
壁にも画家は果敢にチャレンジしなければならなかった。天井空間
の遠近法的な処理は奥行き空間の透視図法とは異なり、「下から見上
げた空間」は仰視遠近法を駆使しなければならない。天井に向かっ
て首を曲げ、腕を上げて絵筆を揮うのは画家たちに拷問的苦痛を与
えたであろう。それに、漆喰の水分は重力で画面kに下
りてくるから、漆喰はなかなか乾燥せず、せっかくの画
面にカビが生えてくることも少なくない。ローマ法王ユ
リウス2世の命を受け、30代半ばのミケランジェロは
1509年から3年の歳月をかけて、この困難な天井画制
作を完成させた。｜日約聖書の｢創世記｣を－大絵巻として、
1000niのシスティーナ礼拝堂の天井に300人もの人物
を登場させて描ききったのである。（宮下孝晴）
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